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第１１回 ＧＸ実現に向けた専門家ワーキンググループ 

議事概要 

 

1. 日時 ：令和７年１０月１６日（木）１４：００ ～ １６：００ 

2. 場所 ：経済産業省 別館１１階  １１２０各省庁共⽤会議室 

3. 議題 ：GXを取り巻く国内外の動向と今後の対応の方向性について 

 

構成員 

秋元 圭吾 （公財）地球環境産業技術研究機構システム研究グループリーダー・主席研究

員 

大橋 弘 東京大学大学院経済学研究科 教授・副学長 

関根 泰 早稲田大学理工学術院 教授 

土谷 大 マッキンゼー・アンド・カンパニー パートナー 

沼田 朋子 ＪＡＦＣＯグループ株式会社 チーフキャピタリスト 

林 礼子 ＢｏｆＡ証券株式会社 取締役副社長 

望月 愛子 株式会社経営共創基盤 取締役CFO マネージングディレクター 

 

○大橋座長  それでは、定刻ですので、第11回の会議を開催いたします。皆様におかれ

ましては、本当に御多忙のところ、御出席ありがとうございます。また、オンラインでも

御出席ありがとうございます。 

 この会議ですけれども、直近が12月だったので、そういう意味でいうとほぼ１年ぶりと

いうことになります。本年の６月にはＧＸ推進法が改正されて、現在、ＧＸの実現に向け

て脱炭素成長型の経済構造への円滑な移行を推進するという取組を進めているところです

けれども、本日その進捗状況も含めてお話を踏まえたご議論をいただけることと思ってい

ます。 

 今年度も、ＧＸを取り巻く国内外の動向、各分野における先行投資支援の振り返りを通

じて、今後のＧＸ政策の方向性について御議論できるということを楽しみにしていますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

 また、お時間２時間いただいていますが、議論の状況によっては若干前後してしまうか

もしれません。御容赦いただければ幸いです。  
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 まず最初に、事務局の龍崎ＧＸ実行推進室次長から御挨拶いただければと思います。お

願いいたします。 

○龍崎ＧＸ実行推進室次長  実行推進次長の龍崎でございます。夏に異動がございまし

て、今、エネ庁の次長になってございます。 

 本日も、皆様には御多忙の中、御参集いただきましてどうもありがとうございます。 

 座長からもありましたとおり、この専門家会合は本年初開催ということでありまして、

本日、今後のＧＸ政策の方向性を御議論いただくことになります。この間、様々なことが

ありましたけれども、例えばトランプ政権が誕生したりとか、内外で、インフレなどもあ

りまして、洋上風力などのプロジェクトが思うように進まない、そうした事例も出てきて

いるのは皆様も御案内のとおりでございます。 

 他方でなのですけれども、例えば、今年の夏前、ＪＤパワーがアメリカの消費者を対象

に行った購買意欲の調査では、実に６割近くがＥＶの購入を検討しているだとか、それか

ら、つい数日前に入ってきたニュースですけれども、中国の今年に入ってからの新車販売、

これの実に48％が新エネルギー車になっているとか、それから、後ほど資料にも出てきま

すけれども、欧米で水素・アンモニアがうまくいっていないみたいな、中止とか撤退とか

大きく報道されていますけれども、実は調べてみるとそうした事例は１割程度にすぎない

とか、それから、経産省から世界各地にアタッシェ行っていますけれども、彼らに聞いて

みると、特にアメリカのアタッシェに聞いてみると、例えば洋上風力は、これはブースタ

ーが剥落したのは事実だけれども、引き続き着実に増えていくのだと、そう見る現地の関

係者が多いとか、それから、これは私がお会いしている国内の経営のトップの方々ですけ

れども、ほぼ全員が、そうはいってもこのＧＸのトレンドというのは、時間軸の議論はあ

ったとしても不可逆であるとおっしゃっているとか、こうした話もございます。 

 この場でも何度か申し上げてきておりますとおり、我が国のＧＸというのは、これは温

暖化対策であることはもちろんですけれども、産業政策としてやってきているということ

でありまして、そうすると重要なのは、今後のビジネスとかマーケットの中長期のトレン

ドがどうなるかということでありまして、将来の競争力のドライバーとして、やはりＧＸ

というのは不可欠なのだと。これに対応していかないといずれ勝てなくなると。そういう

ことであるならば、足元の一つ一つの現象に余りとらわれないで、これは戦略的、計画的

に取り組んでいく必要があるだろうと、こういうことであります。 

 その意味で、我々政府としては、ＧＸというのはぶれずに取り組んでいくべきものだと
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考えておりますけれども、委員の皆様、それぞれの分野のプロフェッショナルであられま

すので、本日はそれぞれの視点から多角的な御議論をいただきまして、こうした我々の考

え方で問題がないことを皆様にも御確認をいただければと、そう考えてございます。 

 本日はよろしくお願い申し上げます。 

○大橋座長  龍崎次長、ありがとうございました。 

 本日は、秋元さんと関根さんと沼田さんがオンラインということで、残りの方々は対面

で、ありがとうございます。 

 本日のワーキンググループですけれども、国内外のＧＸ投資の状況、分野別投資戦略の

進捗評価などについて、今、次長からもお話があった点も含めて御議論いただければと思

います。本日も、久々ですけれども、忌憚ない意見交換ができればと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 それではまず、事務局から資料を御用意いただいていますので、そちらのほうを御説明

いただければと思います。 

○清水ＧＸ実行推進室参事官  ありがとうございます。経済産業省ＧＸ投資促進課、内

閣官房の推進室の参事官で、７月１日に西田の後任に着任しました清水と申します。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

 今、座長のほうからお話ありましたとおり、私のほうから、本日の議論の題材として、

国内外の動向と、それから今後の対応の方向性について説明をさせていただきます。 

 ２ページ目に目次がございますが、本日は、ＧＸを巡るグローバルな動向というところ

と、それから、国内における投資の現状というところについて分析をさせていただきまし

て、それらも踏まえて、今後議論をどう進めていくかということで説明させていただけれ

ばと思います。 

 前回が12月の開催でございますので、それから10か月経過している中での現状報告でご

ざいます。中に入りまして、３、４ページ目は最近の進捗というところで飛ばしまして、

５ページ目のところでございますが、まずグローバルな動向でございます。各国の政策動

向というところで、今、龍崎からも申し上げましたように、各国においても非常に変化も

ありつつ、一方で、着実に自国の有利になる部分は取組を進めているところでございます。 

 このページの一番下にございますが、どこの国も共通する部分として、やはり産業競争

力や国内の投資促進という経済の面と、それから安全保障の強化という観点で取組を進め

ている中で、我が国ですが、四角囲いの４つ目のポツのところ、日本のＧＸというのは元
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来からこのエネルギー安定供給、経済成長、脱炭素と３つを同時追求するというコンセプ

トでございますので、引き続きこれをぶれずに堅持していく、むしろその重要性が高まっ

ているのではないかという認識でございます。これは８月26日に総理が議長のＧＸ実行会

議の場においてもこうした方向で示しているところでございます。 

 ７ページ目ですが、マーケットのほうからも、今までこれはグリーンプレミアムだった

ところが、むしろセキュリティの観点の重視ということで、セキュリティプレミアムと言

われるような状況になりつつあるのではないかというような声も出ているところでござい

ます。 

 それから次のページで、同時にグローバルな企業のレベルでは、脱炭素電源を確保しな

がら、それを競争力の源泉にしていくというような動きも強まっているのが大きな世界の

動向でございます。 

 ９ページ目から、世界的なクリーンエネルギーの投資動向でございます。これはＩＥＡ

の分析に基づくものでございますが、2024年に２兆ドル、それから2025年の見込みとして

2.2兆ドルということで、着実にクリーンエネルギーの投資は伸びていて、過去最高にな

る見込みでございます。 

 次のページはその内訳を分析したところでございますが、この投資の、先ほど申し上げ

た2.2兆の内訳を見ますと、大きく電源関係における再エネや原子力など脱炭素電源への

投資、それからグリッド、また、省エネ投資が主な民生、それから運輸がほぼ７～８割を

占めているのが世界的な状況でございます。 

 そういう意味で、マチュアードな成熟領域で投資量が増えながら、足元のＧＸ投資を支

えているということ。一方で、革新領域は世界的にもまだまだ量は出ているところまで至

っていないという中で、将来の勝ち筋に向けた戦略的な成功投資をどう進めていくか、こ

のような形になってございます。 

 次の11ページで、今申し上げたところ、先ほど冒頭の龍崎の話とも通ずるところでござ

いますが、例えば再エネなどでいきますと、確実に世界的には導入量が増えているところ

でございます。 

 それから12ページ目、今度、グリッド投資も、先ほど非常に量が出ているという話を申

し上げましたが、電化、それからＧＸの実現に向けて、やはりグリッドの整備がかなり重

要なセグメントになっているということもＩＥＡの分析で出ております。 

 それから13ページ目で、先ほど革新領域と申し上げた水素について、そういう意味で、
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一部中止が公表されているものもございますが、こうしたものが50件に対して、進んでい

る投資が510案件ということで、むしろ全体でいくとチャレンジがグローバルにもどんど

ん進んでいることが全体の世界の傾向でございます。 

 14ページ目で、一旦ここまでのところを整理したところでございますが、繰り返しにな

りますが、したたかにＧＸ投資を世界各国進めているところで、エネルギー安定供給、経

済成長というところに重点を置きながら進めているというようなところ。それからグロー

バル企業においては、これを競争力の源泉とする動きも着実に進んでいるという中で、世

界全体の投資というのは過去最高となる2.2兆ドルまで達するというところでございまし

て、一方で、その内訳を見ると、分野別に見たときの成熟領域と革新領域で、足元で量が

出て、投資を支えて、将来のインフラにつながるという分野と、それから、革新領域とい

うところで様相も違う中で、我が国においてもこういったグローバルな状況も踏まえなが

ら取組を検討・強化していく必要があるのではないかというのが最初のところの整理でご

ざいます。 

 続きまして、次のページ以降で日本国内の動向でございます。16ページ目以降で、８月

26日の実行会議で整理をいたしました日本全体でのＧＸ投資の動向ということで、日本地

図。それから17ページ目で、大型のＧＸ投資ということで、電炉転換だとかアンモニア燃

料船の建造等々が進んでいるというところ。それから18ページ目で中堅・中小企業による

ＧＸ投資、それから19ページ目で、スタートアップ、それから20ページ目でくらしという

ことで、各分野で着実に進んでいるということを紹介してございます。 

 飛びまして、21ページ目が昨年の段階で整理いただいた分野別投資戦略の全体像でござ

います。 

 22ページ目、これらを踏まえながら、国内での投資の現状をどう評価していくかという

ところでございます。ＧＸのこの枠組みというのが22年度の補正予算から、2023年度から

本格始動しているという中で、２つ目の■のところでございますが、約２年半経過する中

で、国内外の情勢が変化している中で、ＰＤＣＡを回しながら取組を評価して随時アップ

デートしていくことが必要になってくるところでございますが、一方で、これは正面から

チャレンジしていく中で、３つ目の■のところでございますが、ＧＸ自体が産業革命以降

の社会を大転換するという調整の中で、これをどう評価していくか、ＰＤＣＡそのものも

大きなチャレンジと思っておりまして、例えば長期複数年度にわたるコミットメントはど

のように評価していくのか、それから、将来の市場に向けてグリーン製品つくっているわ
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けですが、今の時点では確立していないというものの国際競争力をどう評価していくかと

いうことがございますし、それから、評価のベースとなる統計や指標というところの整備

も途上にある状況でございます。 

 こうした中で、本ＷＧで、以下に書いているような色々な観点から多面的に御評価いた

だきながら、進捗の検証をいただくということを是非していただければということで、全

体の考え方の整理が今の22ページ目でございます。 

 続いて23ページ目のところで、こうした全体のフレームの中で、10年20兆というフレー

ムワークの進捗評価の全体の考え方でございますが、先に24ページ目にいっていただけれ

ばと思いますが、ＧＸの予算というところで、例えば令和８年度の予算、そこの赤枠の枠

囲いの数字を積み上げたものが令和８年度の予算となってございます。 

 一方で、今年、意思決定をした予算というのが一番下のＺ１のところからＺ２、３、４、

５というところが実際に予算として採択して決定したものとなっている中で、この赤枠の

ところだけで見ていくと、なかなかそういう意味では全体の評価が難しいということがご

ざいますし、例えば令和８年に決定しようと思っていたものが令和９年にずれるというこ

とが、ＧＸの大きなフレームの中で言うと、その差分というのは、そこまで大きなもので

ないものの、単年度で見ると大きく予算がフラクチュエイトしている、このような構造の

予算の性質になっているという中で、やはり10年20兆という大きな枠組みの中で何とか民

間企業の投資のデシジョンを喚起しながら、ＧＸをつくり上げるという予算の性質になっ

てございます。 

 23ページに戻っていただきまして、こういった予算の性質というところで、上の１つ目

の■でございますが、国としての大きなコミットメントの中で民間事業者に思い切った先

行投資の決断を促すという枠組みの中で、単年度ではなくて複数年度の事業、それから民

間企業の意思決定を後押しするために国が先行的に予算措置を講じたとか、それから、制

度的な措置が動くことによって意思決定が加速するといったことがある中で、通常の予算

と同じような枠組みですとなかなか評価しにくいことが生じると、今申し上げたところで

ございます。 

 こうしたことを踏まえると、この10年20兆という枠の基本的な評価の軸というのは、通

常のレベルに加えて、制度が始まってからこれまででどれだけ執行が国庫債務部分も含め

て積み上がっているのかというところを見ながらしていくことを軸にしてはどうかという

ところでございます。 



- 7 - 

 

 その上で、当然個別に見たときに想定と違うものというのはあると思いますので、こう

いったところはその原因なども見ながらファインチューニングしていくということ。それ

から、この出した額というものが実際の投資拡大、それから国際競争力とかにつながって

いたかというところについては、これは制度措置と一体で、ある種結果も出てくるところ

でございますので、まさに16の分野別で、分野ごとに総合的に評価していくというような

フレームにしてはどうかということでございます。 

 26、27ページ目は参考でございますが、内閣府のほうでも骨太の方針のもとでＥＢＰＭ

のアクションプランということで検討いただいているものの参考でございます。 

 28ページ目のところでございますが、今申し上げたような枠組みに沿って、これまでの

ＧＸ投資促進策の状況を評価したものでございます。制度開始からこれまでのところで、

令和６年度の当初予算まで、令和７年度の予算、今、執行中でございますので、６年度の

当初予算までいくと、２年間で約４兆円、事業採択をしているというところでございます。 

 初期に大きな投資があるものから、技術開発、制度措置とかを経て今後出てくるものを

考えますと、10年で20兆という枠の中で、２年で４兆というのは順調に進捗していると考

えているところでございます。 

 それから、20兆のうち14兆円部分については、これまでのＷＧの議論の中で、この分野

に大体幾らぐらい投じていこうということで大枠の見通しというのを張りつけているとこ

ろでございますので、まずはこの見通しを念頭に置きながら執行を着実に進めていくこと

が必要と考えております。 

 次のページ以降は事業ごとの参考です。ここから先に、先ほど申し上げましたとおり、

各分野別の評価の概略を示してございます。 

 32ページ目は、まず製造業のところでございます。Hard to abate、エネルギー多消費

産業のところの投資というのは、冒頭申し上げたとおり、グローバルにもまだまだ出てい

ない中で、我が国においては、かなり思い切った投資決断というのをこれまでしてきても

らっているのかなというところでございます。 

 一方で、投資回収のためのグリーン製品の市場がしっかり構築される必要があるとか、

それから燃料転換について、このマーケットの市況などにもよるということで、想定どお

り進まなかった案件も一部にございますという中で、これを一層進めていくためには、３

つ目のところでございますが、国内外のグリーン製品の市場創造というところをやはり一

層加速化させていくことが重要というのが１点。 
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 それから、単純な燃料転換だけではなくて、競争力のある先端素材等にポートフォリオ

を移していくような取組も一体で応援していくという中で、産業全体としてＧＸをどう進

めていくかということが重要なのではないかと評価をしているところでございます。 

 併せて、コンビナートの跡地というところができますので、ここをどのように利用して

いくかということも重要かという評価でございます。 

 申し遅れましたが、■のほうが現状の認識で、●のところが今後の方向性と御認識いた

だければと思います。 

 それから、次のページへいっていただきまして、ここから先が運輸の関係で３ページご

ざいます。まず車でございますが、車については、多様な選択肢の追求ということが我が

国の大方針という中で、電動化比率は57％まで進んでいるところでございます。 

 こうした中で、ＣＥＶ補助金については、日米関税協議の合意も踏まえて今後見直して

いくことが必要である中で、この「制度・支援一体」という原則のもとで、この補助金予

算のほうだけではなくて制度の面でも、このマルチパスウェイというのを実現するために、

ライフサイクルで、ＬＣＡでの評価も含めた制度的な措置についても一体的に検討しなが

ら、両面で取組を進めていってはどうかというところでございます。 

 電池でございますが、蓄電池戦略で150ギガワットという目標を立てて、そこまでの道

筋というのが投資案件として積み上がってきているというところでございますが、冒頭申

し上げたようなアメリカの政策変更等がある中で、このグローバルな動向も踏まえた実際

の足元の状況のフォローアップをしながら、車載用だけでなくて、系統用などへの広がり

を持たせるほか、2030年以降の全固体なんかも含めたもう少し視野を広げた検討が必要で

はないかと整理しております。 

 34ページ目、運輸の２枚目のところでございますが、次に飛行機については、ＧＩ基金

の中で革新技術ということで、水素や電動化ということで、次世代の飛行機の開発をしな

がら、足元では、複合材による軽量化だとか、低燃費エンジンの実証だとか、このような

取組というものを進めているところで、まずこういった取組についてしっかり進めていく

というところが状況でございます。 

 続いてＳＡＦについては、ＧＩ基金で今６件のプロジェクトを進めているところでござ

いますが、商用化に向けてＳＡＦの売買契約をしていくところ、ここは若干時間を要して

いるところがございます。こうした中で、実際の商用プラントの稼働を含めた供給体制の

確立に向けて、支援・制度一体で、需要面、供給面両方一体で議論を進めていく必要があ
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るところでございます。 

 その次のページが運輸の３枚目でございまして、船でございますが、船については、Ｇ

Ｉ基金における開発、それからゼロエミッション船の生産設備投資の支援というところま

で進んできているおりますが、政府の目標として言っている次世代船舶における受注量ト

ップシェアというグローバルな競争力を持つという観点から見ると、もう一段二段取組が

必要という中で、実際、勝ち筋に向けてどのように取組を進めていくかというところが今

の課題になっております。 

 36ページ目以降がくらしの分野でございます。くらしについては３年２兆円という枠組

みで今支援をしている中で、断熱窓だとか、高効率給湯器とか、取組が進んできています

が、こうした取組が価格低減、自律化につながっていくというところが引き続き課題と思

っておりまして、この自律化に向けた制度措置というものをどのようにつくりながら支援

を行っていくかというところが足元の検討課題になっております。 

 それから半導体については、半導体全体の戦略の中で、特に省エネに資する部分につい

てＧＸで支援しているところでございます。これは引き続きしっかりやっていくとともに、

ＧＸが進む中で、半導体だけでなくて、ＡＩ関連なんかも含めて需要が急拡大する分野で

のエネルギー効率の向上ということが国全体のエネルギー利用の低減という観点から重要

になりつつある中で、どこまでをＧＸでやっていくのかということを検討しながら、必要

に応じて少し幅を広げながら検討していくということも重要かなというところでございま

す。 

 その次がくらしの２枚目のところで、サーキュラーエコノミーのところは、予算面でい

くと少し執行が低調にとどまっている部分もございますが、まさに今年の通常国会で資源

有効利用促進法の改正ということで制度の枠組みを整えたところでございますので、これ

の具体化ということをしながら具体的な取組を深めて、その中でＧＸの枠組みをうまく利

用しているということが今の課題になっております。 

 それから、次のページ目以降がエネルギーの関係でございます。まず脱炭素電源という

ことで、再エネ、原子力、この辺りについては、まずＧＸの枠組みにおいては、革新的な

技術の開発やサプライチェーンの構築といったところを中心に今支援しているところで、

ペロブスカイトや次世代地熱なども含めた我が国の勝ち筋につながるような技術の開発を

引き続き強化しながら進めていくというところが一つの課題。 

 それからもう一点は、グローバルに見たときに、やはり電源投資が大きなＧＸ投資のポ
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ーションになっている中で、足元の脱炭素電源の導入拡大というところは、エネルギー政

策の中で基本進めているところでございますが、後ほど御説明するＧＸ産業立地という議

論の中で、やはり立地地域の裨益を高めていこうという議論をしておりまして、こうした

仕組みを通じて、ＧＸの観点からも脱炭素電源の供給増というところにどのようにコミッ

トしていくのかというのが今一つの課題になっているというところでございます。 

 それから次のページが水素でございますが、水素は15年で全体３兆円という規模のフレ

ームワークという枠組みの中で申請を受け付けているところで、応募27件という中で、熟

度に達したものを順次ということで、今、２件採択ということでございますし、それから

サプライチェーンの設備投資支援などもしているところでございます。 

 グローバルに見たときに、プロジェクトの中止ということも一定程度見られると先ほど

冒頭申し上げたとおりですが、一方で着実に進んでいるという中で、これまでの執行状況、

それからグローバルな情勢といったものを踏まえて、どのように将来の市場創造をしてい

くかということを引き続き考えていく必要があると考えてございます。 

 それから、ＣＣＳについては、ＣＣＳの事業法というものができる中で、試掘の区域と

いうのを２件指定ということ。それから、先進的な案件、９案件ほど今事業設計の支援を

しているところでございますので、まず、この2030年代初頭までの事業開始ということを

目指しつつ、ＣＣＵＳというサプライチェーン全体の中でのある種効率的な事業のあり方

ということを引き続き検討していく必要があるのではないかというところでございます。 

 次のページ。その他横断事項ということで、まずグリッドのところ、電力系統でござい

ますが、これも冒頭のＩＥＡの分析にありましたとおり、グローバルにもやはり投資規模

の大きいところで、基本的にはこれも電力政策の中でやっているものでございますが、Ｇ

Ｘにおいては、例えばＨＶＤＣのケーブルへの設備投資支援ということを一部やっている

ところでございます。 

 足元で、データセンターの電力需要が急増するという中で、計画的な系統整備の必要性

がうたわれているところについて、やはりＧＸの枠組みの中でもしっかり議論をしながら、

この先行的・計画的整備に向けた枠組みのあり方だとか、それから、真に必要な部分につ

いてはＧＸのほうから資金調達、資金回収を円滑化させる枠組みについての検討といった

ことも含めてやっていけないかと考えております。 

 それから41ページ目のところで、スタートアップ/イノベーションというところについ

ては、これは５年間で2,000億という枠組みのもとで、ＮＥＤＯによる研究開発とか設備
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投資支援ということを今始めている中で、成功事例も出てきておりますし、着実に歩みが

進んでいるところでございます。 

 一方で、２つ目のところでございますが、ほかの国と比べると、グローバルに評価され

るプレーヤーの数そのものが少ないということ、それから、グリーンのマーケットの特性

上、資金調達がなかなか難しいことだとか、それから、ラボからスケールさせるための場

所が限られている、色々な課題がある中で、まだまだスタートアップの規模、イノベーシ

ョンの規模というのは小さいのかなという課題感を持っておりまして、世界のマーケット

を視野に入れながら、どういう形で応援していけるかというところは全面的に御議論を深

めていきたいと考えております。 

 それから最後に中堅・中小企業のＧＸというところ、これは省エネなんかを中心に、サ

プライチェーン全体での取組なども通じて取組を進めているところでございますが、ここ

も足元で投資が出る部分でございますので、しっかりと応援しながら社会全体のＧＸをど

う進めていくかが課題感ございます。 

 次のページ。以上までのところが足元の現状ということで、概観的に整理をさせていた

だきました。 

 今後の進め方が44ページ目でございます。冒頭から申し上げたところを少し整理させて

いただいたところが44ページ目で、少し重複するところもございますが、グローバルな情

勢を踏まえると、我が国のこの３つを同時に追求するＧＸというのはぶれずに進め、それ

から、その中で従前以上にエネルギー安定供給、経済成長というのを他国同様に意識して

政策展開を進めていくべきではないかという大きな方向性。それから、国内においては着

実にＧＸ投資が進みつつあるが、これを分野別に見ていくと色々な課題もございますので、

これらを詳細に検討して進めていく必要がある中で、グローバルに見たときに、投資が進

んでいる分野、脱炭素電源、それから電力系統、民生、運輸といったところの領域と、そ

れから革新領域というところで世界的にも分かれている中で、我が国においても、まさに

足元の民間投資喚起につながる成熟領域での取組の強化というところと、それから、足元

で量が出ないけど将来の勝負につながるようなところでの戦略投資ということをうまく分

けながら取組を深めていくべきではないかということでございます。 

 一方で、これを全部今日やることもまた不可能な部分もあるかと思いますので、全体、

今日御議論もいただいた上で、特に早期に取り組む部分というところで、年内に必要に応

じて分野別投資戦略も改定して、予算措置等につなげていく必要があるというようなもの
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については早期に検証も行いながら、その上で、それぞれの分野ごとにもう少し詳しく議

論を深めていくということも年も超えてやれればと考えているところでございます。 

 今申し上げたところを整理しながら早期に検討していくということで、次回以降、年内

により深めていきたいというところを整理したのが45ページでございます。①、②が、Ｉ

ＥＡの分析にも出ているように、世界的にも投資の量が出ているところで、脱炭素電源の

投資とか電力系統の投資というところはほかの国でもＧＸ投資の主軸ということと、それ

から、エネルギーの国産化だとか将来に向けたインフラというような部分になり得るとこ

ろの中で取組をどう加速化していくかということで、エネ基を踏まえた供給力の確保、そ

れから、後ほど御説明しますが、ＧＸ産業立地という議論の中でやっているような脱炭素

電源地域への裨益を高めていくような取組ですとか、それから、ＤＣ集積地への電力イン

フラの計画的整備というような取組。それから、運輸/民生のところは、足元での投資喚

起ということを将来の市場確立を視野に入れながら、制度的措置と一体でどのように取り

組んでいくのかというところでございます。 

 それから、③、④のところは、革新的なところでどのように戦略的に投資を行っていく

かというところで、特にエネルギー多消費産業、ここは世界に先駆けた先行投資というこ

とを進めつつある中で、これを本当の勝ち筋につなげていくために、グリーン製品の市場

創造をどのように進めていくかということ。 

 それから、低炭素の先端素材等へのポートフォリオの転換なども含めて、より広く、こ

のエネルギー多消費産業が世界で勝てるような取組の応援ということと、それからコンビ

ナート等の有効活用みたいなところが論点かなと。 

 それから最後に、スタートアップ、イノベーションというところについては、世界も視

野に入れて取組を強化していく必要があるのではないかと整理をさせていただいておりま

す。 

 46ページ目以降で、基本、今までのところなのですが、少し、出てきたＧＸ産業立地に

ついて最後に御説明させていただければと思います。 

 ＧＸ産業立地につきましては、２月のビジョンの中でもビジョンの大きな柱として位置

づけているものでございまして、ＧＸ産業立地ワーキンググループで集中的に御検討いた

だいております。 

 47ページ目でございます。これまでの議論も踏まえる中で、ＧＸの産業立地というとこ

ろの価値として、３類型、大きく整理をしてございまして、１つはコンビナート等の跡地
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を有効的に活用していこうということ、それから、２つ目にデータセンターの集積という

ものをどうつくっていくかということ、それから３点目に、地域に賦存する脱炭素電源を

有効に活用しながら地域の活性化につなげていこうというところでございます。 

 次のページでございますが、コンビナート等再生型というところで、左側、構造転換に

取り組む中でのコンビナート等の空きスペースをどのように有効利用していくかという観

点と、それから、スタートアップのところでも出てきたような、スタートアップにとって

の事業をやっていくスペースがないという議論なんかを組み合わせながらどう取り組んで

いくかということで、49ページ目にあるように、既存用地の有効活用から新産業の担い手

の呼び込みまで含めて支援を深めていってはどうかということを議論しているところでご

ざいます。 

 それから50ページ目で、次にデータセンターのところでございますが、データセンター

については、右側のところにございますように、データセンターのほうで電力需要という

のは急増していく中で、系統の整備、それから脱炭素電源との紐づきはなかなか追いつか

ないという課題感がある中で、次の51ページ目のところでございますが、先々に向けてＤ

Ｃの集積拠点をつくりながら、そこに向けて電力インフラの先行的・計画的整備を進めて

いこうということの議論をしているところでございます。 

 52ページ目。そこに向けて、途中で申し上げたようなグリッドにおける系統の計画的・

先行的整備のあり方ですとか、それから、そのデータセンターを活用する事業者というと

ころでのＡＩ政策との連携のようなことも含めて一体的に応援できないかという議論を進

めているところでございます。 

 それから最後に、次のページ。脱炭素電源の活用型ということで、地域に賦存する脱炭

素電源を活用しながら、それをベースにした産業団地をつくりたいとか、色々な地域のニ

ーズというものがございますが、なかなか呼び込みが難しいだとか、そのプランを具体化

する余力がないといったことで進んでいないという現状がございます。一方で、事業者の

ほうでは脱炭素電源というのを非常に必要としている企業も増えているのではないかとい

う課題感を持っております。 

 その中で、次のページでございますが、こうした脱炭素電源を活用しながらＧＸの産業

団地をつくっていこうという取組に対して、左側のところにありますとおり、総合的なサ

ポートや、団地の整備、それから電源の整備、進出企業支援のようななことを一体でやっ

ていけるようにしていこうということで、①とか②のところは既存の施策とか立地政策の
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中で対応もしてもらいつつ、来てもらう企業にとってインセンティブがないとなかなか現

場に行かないということで、進出企業の支援みたいなことも一体で応援できないかという

ことをＧＸ産業立地ＷＧのほうで議論いただいております。次のページへいっていただき

まして、具体的に申し上げますと、まさにＧＸ産業団地と脱炭素地域に進出して、そこで

ＧＸの投資を行うという場合に、脱炭素電源も紐づきながらやられるということについて

は、こういった取組について応援していくということで、これは投資促進、まさに脱炭素

電源を活用するというのもＧＸ性もございますので、通常の補助に比べて少し裾野広く応

援できないかと考えております。 

 56ページ目。そこからの発展形といたしまして、実際に現場に行くというところはなか

なか限られている部分もございますので、裾野を広げる観点から、域外からでも、例えば

地域共生基金への出えんや、企業版ふるさと納税等を通じて、脱炭素電源の地域に貢献す

るような取組がある場合には、広く企業のＧＸ投資を、製造業のほうのＧＸ投資を応援す

るということまで含めて検討してはどうかということの議論をしているところでございま

すが、この立地ＷＧの議論全体も、今日申し上げたような全体の検討の方向性ということ

に沿って深めていただければと思っております。 

 残りのところは各分野の取組のところでございますので、今日は割愛させていただきま

す。 

○大橋座長  ありがとうございます。前回12月、ちょっと思い起こしていただくと、分

野別投資戦略、20を超える分野だったわけですけれども、そうした分野について、投資促

進策の基本原則のもとで、各分野における投資の進め方についてご議論を頂いたうえで、

23年につくったものを一回改定してきたことになります。今日はその進捗状況と、あと、

新しくＧＸ産業立地における３類型も御紹介させていただきましたけれども、現状、この

10か月余りの間にどのように進捗してきたかというところを端的に御説明いただいたのか

なと思います。 

 本日は、進捗を踏まえていただいた上で、こういった現状をどう捉えていらっしゃるの

かということをぜひ御教示いただきつつ、方向性についても、今後評価もしていくという

ことでもありましたので、そうした観点から幅広く御意見いただけるといいのかなと思っ

ています。 

 御発言の希望の方は札を立てていただくなり、あるいはオンラインの方は意思を示して

いただければ指名させていただこうかなと思います。 
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 では、まず土谷さんからお願いします。 

○土谷構成員  改めまして、本年度もこのような議論ができることを大変うれしく思っ

ております。また、現状と課題について非常に詳しくご説明頂きありがとうございます。 

 私自身もＧＸの現状は同じように捉えております。世界的な潮流は二極化しているよう

にみえていて、減速しているところを見ると「減速している」という結論になりがちなの

ですが、一方で進んでいるところに目を向けると「着実に進んでいる」と感じます。報道

ではどうしても減速面が強調されがちですが、冒頭にご説明があったように、ＥＶも進ん

でいる、再エネも進んでいる、水素・アンモニアも大きなプロジェクトが複数立ち上がっ

ているという中で、日本が「着実にＧＸ政策を進めていく」というのが重要だと感じてい

ます。そういったメッセージを対外的にもきちんと発信してゆくべきではないか、と思っ

ております。 

 ＥＶは中国で新車販売の４８％に達しているというお話が冒頭でありましたが、欧州全

体でも新車販売の２割を超える割合でＥＶ普及は進んでおり、北欧では５割超えています。

アメリカも、カリフォルニア州ではＥＶが新車販売の２割を超える水準になっているかと

思います。トランプ政権になり環境技術の導入が鈍化したという議論が多く見受けられま

すが、ネガティブな動きだけではなく、着実に進みつつある動きにも目を向け、二極化し

つつある潮流の両方に目を向けながら政策の議論を進めることが大事だと思っています。 

 今回の資料を拝見しながら感じた点を、４つほどコメントさせてください。１つ目は、

「成長している領域を着実に取りにいくことの重要性」です。ＧＡＦＡＭのような環境先

進企業は脱炭素・低炭素への動きを加速化してきていますし、ＥＶ市場は着実に伸びてき

ています。水素・アンモニアなども、既存インフラを使えるＳＡＦや低酸素アンモニアの

需要は伸びてきています。「脱炭素・低炭素技術はもう見込みがない」と捉えるのではな

く、伸びている市場をきちんと捉え、一定のプレゼンスを示すことが重要です。一つの例

として、ブルームエナジーという固体酸化物型燃料電池の会社の例を挙げさせてください。

昨年の同時期は１０ドルに満たなかった株価が、足元では１１０ドル程度まで上昇してい

ます。ブルックフィールドというＰＥファンドとＡＩ関連インフラのパートナーシップを

発表し、ＡＩ株として評価されていることが大きいですが、時価総額２８０億ドル（約４

兆円）まで達しております。ＡＩのように急成長している分野において伸ばせるグリーン

関係の技術がないか、きちんと見ていく必要があると思っています。 

 ２点目は、ＧＸの議論に経済安全保障とを絡めて考えなければいけないタイミングにあ
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るというポイントです。脱炭素化の中で重要鉱物やサプライチェーン上の要衝が変化して

きており、地政学の議論を避けられなくなってきています。レアアースの輸出規制は米中

における議論の重要なポイントになっていますし、欧州では先日「ネクスペリア」という

成熟ノード半導体の会社をオランダ政府が安全保障上の問題を理由に管理下に置くと決め、

自動車業界で調達への懸念が浮上しています。ＧＸの議論においても、戦略物資確保とい

う観点をきちんと考えることが、非常に大事です。また、大企業に注目が集まりがちなの

ですが、日本にはサプライチェーン上で重要な役割を果たしている売上数十億円、数百億

円程度の規模の会社が多く存在します。こうした会社を経済安全保障の観点からも把握し、

サプライチェーン強靭性の観点からきちんと守ってゆくのも重要なポイントになると考え

ています。 

 ３点目は、減速期こそ、「シードの技術」や「アーリーステージにあるスタートアップ」

に投資することが大事だという点です。本年も日本人ノーベル賞受賞者が２人出たという

ことで大きく報道されていますが、受賞理由になっている研究の多くは1980年代、90年代

に実施されたものが多いかと思います。萌芽期にある技術に長期的に幅広く投資してきた

ことが、今日の日本が持つ幅広いＧＸ技術の基礎になっています。大きな額を特定の事業

者に出してスケール化させるのではなく、ポートフォリオ全体を見て幅広いアプローチに

資金配分することが必要な時期だと思います。ＧＸの分野はスタートアップも創業からエ

グジットまで10年以上、研究で言えば研究成果が出てから商業化まで30年以上かかるもの

も多いかと思います。シード技術への投資を絶やさないという点は重要なポイントだと感

じています。 

 ４点目は、「必要に応じ、投資領域や戦略を見直し、修正を行う」という点かなと思っ

ております。例えば、予算執行状況をみますと、蓄電池のサプライチェーンや半導体関連

に数千億円規模の投資を複数されています。一方で、スケールを出すことが目的化してい

ないか、勝ち筋はあるのか、を冷静に見極める必要があります。スケールも、先ほど「国

内の蓄電池生産能力を150ギガワットアワー確保する」というお話がありましたが、中国

はギガスケールを凌駕し、２テラワットアワー以上の電池生産能力を有しています。１５

０ギガワットアワーを達成した場合でも、スケール化で他国に優位に立てる状況にはない

ように見受けられます。パワー半導体も国際学会への採択論文をみると全体の約５割を中

国勢が占める状況になっており、技術開発においても競争力がついてきています。「日本

としてどこに投資してゆくべきか」というポイントは、相対的な環境変化により、日々



- 17 - 

 

刻々と変化してゆきます。上記の経済安全保障の議論も絡め、冷静に投資すべき分野を選

んでゆく必要があると感じています。 

 「成長領域きちんと取る」「経済安全保障観点からＧＸ投資分野を見直す」「シード技術

や萌芽期にある企業への投資を怠らない」「外的環境変化を踏まえ、投資領域の見直しを

行う」といった点について、コメントさせて頂きました。以上でございます。 

○大橋座長  ありがとうございます。それでは、林さん、お願いします。 

○林構成員  ありがとうございました。次回により詳細にいろいろ評価するということ

なので、ざっくりした話に今日はとどまってしまうと思うのですが、今の土谷さんのお話

と基本的にはかぶるのですけれども、いろんなものがインフレで多少止まっていますとい

う話があって、これからますます金利が上がると言われている中で、本当に20兆円で足り 

るのか、そこの見直しというのが必要だというところはまさに土谷さんともかぶるところ

です。 

○大橋座長  ありがとうございます。続いて望月さん、お願いします。 

○望月構成員  望月です。御説明、あと資料の取りまとめ、誠にありがとうございまし

た。 

 量的なというか、投資を計量的にするというところの前進というのは結構見えてきた、

進んできているのかなと思いますけれども、ここから先は、もちろん終わるものもあるの

かもしれないですけれども、持続していくというか、ちゃんと経済価値のエコシステムと

してぐるっと回っていくというところの一押しというかが次見えてくるかどうかというこ

とが大事なのかなと思いました。 

 ＧＸで、ある意味、トランスフォーメーションのＸなわけですけれども、ＫＰＩや評価

項目といったものってなかなか今までどおりの既存のものと変わらない項目で、とかく評

価しがちなことがあると思うのですけれども、評価項目とか、ＫＰＩとか、そういう考え

方自体も多分トランスフォーメーションしていかないと、さっき言ったぐるっと回ること

が進んでいかないのかなと思っておりまして、まず１点目としては、今、ＫＰＩについて

は、政策ＫＰＩというか、脱炭素ＫＰＩみたいなものが多いかなと思っています。それ自

体は当然大事ですし、いろんなものを総合的に評価していくべきだとも思うのですけれど

も、長く続けていく、持続するという意味では、財務的な効果みたいなものもちゃんとう

まく回っていかないと続かないのかなと思っています。 

 民間という言葉の登場が、例えば成熟領域を中心に進んでいますみたいなお話もありま
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したけれども、民間の自己資金がこれからどれぐらいここに投下されていて、当然、リタ

ーンを説明するというのは企業に責任があると思いますので、その辺うまく財務効果的な

ものも含めて、ある意味、ＧＸという、国の経済ＯＳを直すというようなことを含めて今

やっていることだと思いますので、そこをうまく何か再設計していくような、民間が当た

り前にやっているような評価項目というのもうまく混ぜ合わせていけるということがあっ

たらいいのかなと思いましたというのが１点目です。 

 ２点目が、産業立地のところで地域という言葉がたくさん出てきたかなと思います。当

然、地域がちゃんと、公正な移行みたいな言葉も含めて変わっていくことは大事だと思い

ますけれども、とかく再分配にいろんなものの議論がなりがちだと思うのですけれども、

生まれないことには分配するものもないので、再設計というか、仕組みを見直すというこ

とにどうトライしていけるかという点が大事かと思います。世の中が変わってきたら、既

存の仕組みやはり変えなければいけないと思いますので、再設計していくという発想が大

事かなと思いますし、再エネを突き詰めることが別に目的でも何でもないかなと思います

ので、産業自体の代謝みたいなものをどうデザインしていくかということがこの立地の議

論でも大事なのかなと思いました。 

 自治体とか地域企業にも本気で頑張ってもらわないと進むものも進まないのではないか

なと思っておりまして、当然、自治体によっていろんな意味での力の差というのはあるの

かなと思うのですけれども、そこをうまく吸収していきながら、ちゃんと自治体にも本気

で頑張ってもらうし、地域金融にも本気で頑張ってもらうということをやっていくと、初

めてうまく回って、立地の議論というのも回っていくのではないかなと思いました。 

 さっきのＫＰＩの話に戻るのですけれども、今、インフラ＝成果物の時代ではないかな

と思いますので、とかく設備投資の金額とか、雇用人数とか、電力単位みたいなものが評

価になりがちですけれども、それに依存しない評価の項目というのもうまく見つけていく

必要があるのではないかなと思いました。 

 最後３点目は、前２つで言ったことと重なる部分はあるのですけれども、ずっと成長志

向型ＧＸということを一貫して御説明上聞いていると思っておりますけれども、成長を志

向するのであれば、成長しない分野の退出とか再編というのも、これはいろんなところで

何度も申し上げていますけれども、そこを推し進めていくということをしないと、やはり

リソースも足りなくなってしまうと思いますので、そういった辺りを進めていっていただ

ければいいのかなと思いました。 
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 いずれにしても、まず量的にも進まないと先に進むものも進まないと思うので、そうい

う意味では前進していると思うのですけれども、ここからまた次のフェーズに向けて色々

ぐるっとうまく回っていくというところが設計できるといいなと思いました。 

 以上です。 

○大橋座長  ありがとうございます。では、オンラインの秋元さん、お願いします。 

○秋元構成員  聞こえますか。 

○大橋座長  はい、大丈夫です。 

○秋元構成員  ありがとうございます。すみません、オンラインから失礼します。ちょ

っと海外出張していまして、その海外の話も含めてちょっとコメントしたいと思います。 

 資料自体は、方向性も含めて、私の認識と一にしているという感じがしますので、特に

まとめていただいたところに関して異論があるわけではなくて、この方向で進めていただ

ければと思いました。 

 その上で幾つかコメントしたいと思いますが、やはりＧＸという部分、もしくは排出削

減という部分でいくと、カーボンニュートラルに向かってそれをしっかり進めていくとい

うことは揺るぎないはずであって、またそうしなければいけないと思っています。他方で、

安定供給、経済性、環境とこの同時達成というのがＧＸの目的の中で、若干国際的な情勢

が変わっている中で、各国とも安定供給、経済性というところに少し寄りながら、環境と

いうか、ＣＯ２の削減もしくはカーボンニュートラルというところを目指しているという

状況だと思いますので、そういった微修正は必要なのかなと思っています。 

 その上で、先ほどからも少し議論がありましたし、今、海外出張に来て、そこでのいろ

いろな専門家との意見交換の中でも、やはり米国の気候変動対策からの離脱という部分が

結果として見ると長期的に中国を利するだけになっているという意見が非常に強くて、私

もそのように思っています。本来は、米国は経済とか安全保障とかそういう面で中国から

優位に立たないといけないという思いが強い一方で、この気候変動の問題のところで離脱

したことによって、結局そこで中国を利していくのではないかという感じが強くあると思

っています。よって、日本もそういう中で、このカーボンニュートラルというところの旗

印をしっかり持ちつつ、長期的な競争力に資する形で中国ほか世界と渡り合っていく必要

があると思っていますので、日本は持続的にこの対応を取っていくということが重要だと

思っています。 

 世界で、ここでもいろいろ話していると、日本の評価がとても高くて、やはり日本はず
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っとぶれることなく長期的な視点でいろいろな政策を打っていると、状況が悪くなっても

忍耐力が強いということをよく言ってくれていまして、それが、結局、過去もずっとそう

だったと。省エネルギー政策にしてもいろいろなところにしても、忍耐力強く、ちゃんと

長期的に資金もつけ、政策も打って、ぶれることなくやっているというところがすばらし

いという感じで、こちらでは評価が高いです。 

 今の状況を言うと、米国は言うまでもなくですけれども、欧州でもやはりお金がなくな

ってきていて、気候変動にお金が回らなくなってきているということは、皆さん欧州の方

も言っていて、それにもかかわらず日本はしっかり取り組もうとしているということに対

する称賛が非常に大きいと思います。これは別に海外に称賛されたからそれをそのままい

いとして、是としてやる必要はないと思いますけれども、ただ、やはり結果として見ると、

ぶれないということが長期的にとても重要ではないかと思います。それは日本の将来の成

長というところにつながるのだと思っています。 

 ただ、やはり状況は変わっていますので、2050年カーボンニュートラルの旗印はおろさ

ないまでも、そこに至るトランジションに関しては微修正をかけていく必要もあるのだろ

うと思っています。20兆円のところは政府がコントロールするからいいわけですけれども、

150兆を引き出そうとすると、これだけ物価が上昇してインフレになっている局面の中で、

150兆を引き出すというのはますます難しくなってきていると思っていまして、しかも、

海外の情勢がぶれ始めている部分もあるので、このグリーン成長という、要は経済と環境

の好循環を日本で実現するという意味でいくと、日本だけではなくて、世界が同じような

形で、このカーボンニュートラル、もしくは大幅な排出削減に向かって協調していただか

ないとマーケットがそこに出てこないので、そういう意味でも、遅過ぎてもだめだし早過

ぎてもだめなので、カーボンニュートラルを維持しつつも、この柔軟性を持った対応が必

要だと思っています。 

 若干この資料の中でもそういうことをにおわせていただいていると思いますし、エネル

ギー基本計画もそういう形になっていると思いますので、その方向でしっかり進めていっ

ていただきたいと思います。 

 その上で、もう２点だけちょっと具体的な話を申し上げますと、他方で、そういう意味

で、トランジションということは重要で、これまで以上に、ＬＮＧとかそういったガスの

部分での投資という部分に関してもう少しトランジションの部分での重要性が増している

だろうと思いますし、これまでカーボンニュートラルと言っていると、エネルギー、省エ
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ネ対策というのが若干これまでよりも弱くなっていないかという懸念をしていて、需要側

の対策、エネルギー効率を上げるということ、もしくは社会の低エネルギー需要社会をど

うつくっていくのかというところに関しては国際的にも協調しやすい部分でございますし、

マーケットが世界にトランジションの過程の中で非常に大きいと思いますので、その辺り

の評価というのが少し考えるべきところではないかと思います。 

 最後ですけれども、グリッドへの投資というのはとても重要だということは今回の資料

でも書かれていて、私も全くそうだと思いますし、世界的にそういう認識がとても強いと

思います。その中でいくと、例えばですけれども、もちろん今いろいろ電力政策の中で、

例えば再エネなんかでいくと、全国調整スキームを使って、そういったローカル系統も含

めて全国での負担ということをし始めたわけですけれども、例えば電炉をつくるといって

も、最後、送電線を引くのに非常にコストがかかったりするわけで、そういったものを、

ＧＸもしくはほかのスキームかもしれませんけれども、支援できないかという気もしてい

て、そうしないと上流から下流まで一貫したような形での投資が進まないと思いますので、

そういう案件がいろいろあるのではないか。このＧＸという会議の中では、そういったほ

かの部門との協調とか、全体システムとして成立することによって促していけるような部

分に関して、そういうことをさらにこれから検討、深掘って、どういうところを少してこ

入れすれば全体がうまく回るのかということを考えていく必要があるかなと思いました。 

 すみません、長くなって申し訳ございません。以上です。 

○大橋座長  ありがとうございます。続いて、沼田さん、お願いします。 

○沼田構成員  聞こえていますでしょうか。 

○大橋座長  はい、大丈夫です。 

○沼田構成員  ありがとうございます。基本的に私もほかの委員の皆様と同じ意見で、

世界情勢はいろいろあるのですけれども、それを横目に見ながらも、もともと掲げていた

ＧＸの投資というのはぶれずに進めるべきだと思いますし、ぜひこのぶれずに進めていき

ますというのを強めに発信していただきたいなと思っていまして、というのは、特に私が

いるベンチャーキャピタル業界ですと、既に結構、いろんな国際情勢を踏まえても、ＧＸ

はオワコンなのではないかみたいな感じで敏感に反応し始めているところがありますので、

そうじゃないよという発信はぜひいろんなところでしていただきたいと思います。 

 あと、スタートアップの視点で言うと、海外の初期的な需要開拓をどのように進めるか

というのと、あと海外でもやはりいろんな取捨選択が行われている中で、海外で、例えば
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既に一定規模にスケールさせた経験のある事業者から結構いい人材を獲得するチャンスで

もあると思うので、そういった視点でも何かできないかなとは考えています。 

 あと、進捗評価のところですと、やはり気になっているのは、お金を幾ら使ったかとい

う評価だけではなくて、分野ごとにいろいろ違うと思うのですけれども、マイルストーン

をしっかり設定して、その達成状況も含めて評価するべきだろうなと思うので、それは今

後の分野別の議論のところでいろいろとさせていただければと思っています。 

 以上です。 

○大橋座長  ありがとうございます。 

 一通り皆さんからお話しいただきました。 

 事務局に回す前に、全体感として、私が思ったところだけ申し上げますと、いろんな御

意見がありましたが、ただ皆さん一様に、まずこのＧＸはしっかり進めていくべきだとい

う御意見は共通だったのかなと思います。 

 そもそも我が国のＧＸは成長志向型なのだと。そういう意味で言うと、脱炭素を進めな

がらもしっかりトランスフォーメーションしているかどうか、そういう観点で見直すべき

こと、あるいは新陳代謝のお話もありましたが、そのようなこともしっかり評価の中で見

ていくべきではないかという御指摘をいただいたのかなと思います。 

 経済安全保障の観点からも、どう考えていくのかということについては相当しっかり見

ていく必要があるのかなと。 

 今後排出量取引とかいろいろあるのだと思いますけれども、この議論の中でその端緒と

してのＧＸリーグというのがあって、これはどっちかというと企業の機運を高めていこう

というボトムアップの取組だったと思うのですけれども、これは多分、ＥＴＳが仮にでき

たとしても、ＧＸリーグのそもそものマインドセットというのは、ＥＴＳだけに取り込め

るものではないのかなという気はしています。つまり、当時、需要喚起、ファースト・ム

ーバーズ・コアリションというお話をしましたけれども、先導する企業の厚みをつくって

いく取り組みをうまくつくっていくということなのかなと思っていて、そういう意味で言

うと、ＧＸリーグは忘れがちなのですけれども、これもしっかり、もし支えていくところ

があれば、見ていただくことが重要かなと思います。 

 もし事務局からあれば。 

○龍崎ＧＸ実行推進室次長  ちょっと電力の話は座長からも秋元委員からも出ましたけ

れども、これはしっかり考えなければいけないと思いますし、特に今、脱炭素電源とか、
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その系統との関係で言うと、ファイナンスが一大イシューになってきていますので、ちょ

っとここは制度的対応とかいうことを含めて我々考えたいと思っていますし、エネルギー、

電力政策としてやれることはやるのですけれども、広く考えたときに、資金的な問題でＧ

Ｘ予算をどう活用していくのかというのも当然、これはＧＸを推進する上で必要不可欠な

パーツだと思いますので、そこは広く必要があれば考えさせていただきたいと思っており

ます。 

 それから、秋元委員から特に引き込み線の負担みたいな話もありましたけれども、こう

いうのも、今の制度の中で、運用で解決できる部分できない部分あると思いますので、ち

ょっとそういうのを含めて、効率的、合理的な対応をしていくことが必要かなと思ってご

ざいます。 

 それから、石炭火力、座長からも少し出ましたし、もうすぐＡＺＥＣの閣僚会議ありま

すけれども、まず、東南アジアは、ＩＥＡの分析だと、これから2050年までの間のエネル

ギー需要の増分の４分の１を食べるのが東南アジアだと言われているという話があるのと、

それから、結構石炭火力が多いし、しかもまだ結構新しかったりするので、これをグリー

ンとかＧＸの文脈で言うと、いろんな意味で需要も増えるし、新しいし、そんなものなく

せると考えるのがヨーロッパ流に現実的ではないので、日本と一緒になってトランジショ

ンをしっかりやっていくことが必要だと思っていますし、日本もしたたかに、トランジシ

ョンの中で石炭はしっかりと考えていかないといろんな、それこそ三位一体で物事進めて

いこうとしたときにはリアルでないと思っていますので、そういった国際的な枠組みも使

いながら、仮に将来また揺り戻しがあり、そのグリーングリーンという話になってきたと

きにも、日本だけでなくて、集団でしっかりとリアリズムを主張して、それで生きるよう

にしていきたいと思っているところでございます。 

 私からはエネルギーを中心にちょっと先にコメントさせていただきました。 

○大橋座長  ありがとうございます。そのほかの点でもし、事務局からお願いします。 

○清水ＧＸ実行推進室参事官  ありがとうございます。貴重な御意見、本当にありがと

うございました。 

 総論で言うと、全体おっしゃるとおりですという一言で終わってしまう部分も多いので

すけれども、そういう意味で、我々の大きなストーリーのところも、大枠としては、多分

エンドースもいただきつつ、各論で言うとかなりきめ細かく見て行く必要があるというと

ころではあったので、引き続きこの方向でやっていきたいというところでございます。、
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その上で、順番にいただいた点について、お時間も多少あると思うのでお答えできる範囲

でお答えできればと思います。 

 最初にまず、土谷構成員からありました成長しているところの果実をどう取り込んでい

くのかというところは、これはまさに何を勝ち筋と見極めていくのかというところかなと

思っておりまして、そういう意味では、その後も何度か出てきた、国際競争力というとこ

ろのグローバルな闘いの中でどのようにそれぞれのマーケットの競争力というものを真摯

に受け止めて、勝てるところが何で、どのストーリーラインだったらまさに勝てるかなり、

オフテイクがつくのかみたいなことをしっかり見極めていくというところかなと思いまし

た。 

 最後、大橋座長からお話あったＥＴＳのハードなところだけでなくて、リーグを活用と

いうようなことだとか、ある種企業の取組をうまく促していくみたいなところも含めて、

その辺りのところをうまくやっていく必要があると思いました。 

 その中で、御指摘あったようなところで言うと、水素の関係、せっかく今日は水素・ア

ンモニア課長の廣田もいるので、少し後で補足をと思いますが、まさにＥＶなども含めて

しっかりそういう意味では車のところと電池戦略というのを組み合わせてやっていく必要

があると思っております。 

 今の話の延長ですが、そういう意味で、経済安全保障というところは、より一層重要に

なってきているというところは御認識のとおりですし、徐々に組み込んでいく必要がある

と思っておりますが、併せて戦略的に、この物資についてのある種の戦略的な不確実性や

重要性なども踏まえながら、このように取り組んでいくというのをある種各論に落とし込

みながらやっていく必要があるかなと思っております。大きな方向性としてその重要性の

高まりというのは認識をしているところであります。 

 それから、シードの種を切らさないというお話が沼田委員からもありましたが、スター

トアップの話などとも通ずるところではあるのですが、この辺りについては、今回もお示

ししたとおり、こういうタイミングというのはある種、インフレ下でもあり、物の値段が

高騰していく、これをどう見極めるか。おさまるなら待つだけだし、もっと上がっていく

のであればそれでも早くみたいなところもあるので、その見極めというのはまた難しいと

ころでもあるのですが、先々に向けたある種戦略投資というか、研究開発みたいなところ

も加速していく必要があるという認識で今回の資料も整理しておりますし、取組をとは思

っております。 
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 一方で、先行投資してきた方々がどう報われるのかというこの絵姿をうまくパッケージ

にしていかないと、そういう意味で、我々がぶれることによるある種将来への期待形成と

いうところのネガティブインパクトも大きいというところではありますので、やはりぶれ

ずにやっていくところと見直しをしていくところのバランスというのは引き続き先生方に

も御意見いただきながら常によく考えていく必要があると思っております。 

 それから、電池の関係のところもお話ありましたが、そういう意味では、蓄電池などに

ついても、同時にお話ありましたとおり、ＥＶのマーケットそのものは逆に言うと広がっ

ている部分というのも当然ある。一方で、政策の見直しみたいなところもある中で、本当

に日本の電池メーカーが捉えているマーケットで何が起きていて、また中国の電池の競争

力というのがどういう環境にあり、それから、まさにクリティカルミネラルも含めた安全

保障という意味でどうサプライチェーンが安定なのか、色々なことのバランスを評価しな

がら、必要な検討を不断に重ねていく必要があると思っております。 

 それから、林構成員からもお話ありました、今、半分お答えしましたが、やはりインフ

レ、それから金利、人件費みたいなところを踏まえてというのは、これは恐らくマクロ経

済全体として起きている事象でもあると思いますので、こういったところの中でどのよう

に見直ししていくかというところは、大きな議論としてはありますが、まずそういう意味

で、今の20兆のフレームワークとの関係で言うと、今日お示ししたような執行の状況でも

ありますので、まずはこの14兆という見通しの枠の中でやるべきことをしっかりやりつつ、

その中で当然工夫すべきことは工夫していかなければならないところも多数あると思いま

すので、まずはそういう意味では、このマクロのところを評価する段階ではないのかなと

思いますが、検討はしていかなければいけないところかなと強く思っております。 

 それから、トランジションファイナンスのところは、お話ありましたとおり、やはりア

ジアの中でも中国のウェイトがすごく大きくなっているという中で、日本の中での機運を

高めていくというところは非常に重要かなと思いまして、多分トランジションの概念その

ものも、まさにこの変動の中でどのように整理していくといいのかというのは、先ほどの

龍崎の話にもありましたが、うまく、そういう意味ではある種ＧＸの新しい価値を取り込

みながら、真の意味でのトランジションとは一体何なのかという議論はグローバルなマー

ケットとも対話していかなければいけないなと思っています。 

○林構成員  すごい貢献されています。 

○清水ＧＸ実行推進室参事官  補足いただければと思います。 
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 それから、ＫＰＩの関係、望月構成員、それから沼田さんからもお話ありましたが、ど

のように取組を評価していくのかというところは、おっしゃるとおり、マーケット目線な

んかも含めながらやっていく必要があると思いますし、予算を使ったというところだけで

なくて、どのように効果を見ていくのかというところは非常に重要かなと思いつつ、なか

なかこれは難しいところもあるので、まさに今日ちょっと概観的にはなりましたが、各分

野別にどのようにある種のマイルストーンを設定しながらどのように今進んでいるのかと

か、それから、その間に世界各国も動いているので、グローバルな評価なんかも見ながら、

多分総合評価を統合的にやっていただく必要があるのかなと思っております。 

 それから、ＧＸ産業立地の関係は、おっしゃるとおり、自治体とかファイナンスとかを

含めて関係者のコミットというのはものすごい重要だと思っておりまして、これはある種

選んだ場所が結果として使われないとか途中で腰折れしてしまうみたいなことは本当にも

ったいない話だと思いますので、今回の枠組みの中でも自治体自身の強いコミット、それ

から、恐らくＧＸの外側で例えば関係する周辺インフラの整備だとか、それ以外のところ

をまさに一緒にやってもらわないと成果が上がらないものも多いと思いますので、その辺

り、意欲のある地域というところをしっかり選びながら、同時に国も伴走しながら、世界

に勝てる拠点づくりと表現していますが、グローバルな目線で意味のある場所というのを

つくり上げていきたいなと思っております。 

 それから、秋元委員からお話ありました幾つかのところは今既にお答えさせていただい

ているかと思いますが、各論のところで言うと、ＬＮＧガスの重要性というところは、先

ほど龍崎のほうからも話あったところでありますが、トランジションというところでどの

ようにしっかりと位置づけていくかというようなことも含めて、アジアなんかも巻き込み

ながら、グローバルな世論をうまくつくっていく必要があるかなと思っております。 

 それから省エネ対策のところは、そういう意味では、今回のメッセージとしては、足元

のある種投資回収しやすいし、する価値があるし、先行投資すべきものとして重視すべき

点とある種位置づけたつもりでおりまして、引き続きそういう意味で御指摘も踏まえなが

ら、次回以降の議論の中で、特に民生とか、それから車なんかも含めて省エネ対策、それ

から、産業の部分については最後に申し上げたような脱炭素電源の活用みたいなこととう

まくセットにしながら省エネ対策を進めていくということの議論ができないかと考えてお

ります。 

 グリッドのところは、先ほど龍崎からも申し上げたとおりでございます。 
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 それから、沼田構成員からお話いただいた件のところで、ぶれずにしっかり発信してい

くというのは今回の議論も含めてしっかりやれればと思っておりますが、スタートアップ

のところについては、今回少しメッセージ出させていただきましたが、どう買ってもらえ

るかなり、そこの最初の支援のところから、よく言われるような幾つかの死の谷のような

ものを乗り越えてやっていくのかということを考えたときに、このＧＸのマーケットの特

徴からすると、世界とつながっている必要というのは非常に重要なのかなと思っておりま

して、そういう意味で、海外のＶＣだとか専門家とか、そういう人の知恵なんかもかりな

がら、世界につながるような需要開拓とかスタートアップ支援みたいなこともうまくやっ

ていければなと思っているところでございます。 

 以上、私のほうからでございますが、もしよろしければ。 

○廣田資源エネルギー庁水素・アンモニア課長  すみません。ありがとうございます。 

 水素・アンモニアに特化したお話になりますけれども、まさに先生方おっしゃっていた

だいたことを私も現場としても感じておりまして、ハイドロジェンカウンシル、水素協議

会と議論したときにも、過去18か月止まったプロジェクト50件がプレーアップされがちで

すけれども、事実上、ＦＩＤ以降建設運開までいっているのは510件ありまして、1,100億

ドルのお金がコミットされたファンドとして動き出しているというような状況です。将来

の目標、見通しの上下動というのは常にあるものですけれども、この投資実績のほうは

着々と進んでいるというこの乖離をうまくアピールしていきたいと思いますし、この足元

についてやはり政策のスタビリティというか、安定性を確保していく必要があると思って

います。これは実際、先月、水素閣僚会議を大阪でやりましたけれども、そういった場で

も日本の政策のスタビリティというのは非常に評価されています。 

 そうした上で、この閣僚会議の中でも、先ほど、需要をどうつくるか、デマンドクリエ

イションのお話もありましたけれども、日本、ドイツ、韓国だけがこの需要を引っ張って

も続かなくて、こういった問題ではなくて、むしろ各国がローカルな需要をつくっていっ

てその点と点を国際チェーンでつないでいくような、そういった広がりが大事だというこ

ともこの水素閣僚会議のメッセージの中では出していまして、実際にそういったところに

賛同して、まずは小さいところから始めていこうというところも動きとしてはいろんな国

で起こっています。 

 一方、先ほど出ました中国で言うと、恐らく数十万トン単位のクリーンアンモニアのプ

ラントが実稼働しているという例で言うと、恐らく中国だけだと思います。こういう大規
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模なコマーシャルなトライ＆エラーを彼らは既に始めている状況で、かつ、インドも、

2030年に500万トンつくるぞというような目標も出していますので、こういったしたたか

に、一部、派手な国と言ったらあれですが、動きだけでなくて、着々積み重ねてマーケッ

トをつくらんとしている、実際プレーヤーも動いているというところは冷静に見ながらこ

の投資をやっていくということを考えなければいけないと思っています。 

 というのがマーケットサイドの話でして、もう一つ、ＧＸの根幹のエネルギー安定供給

のほうから言っても、やはり需要が増える中で、電力を供給するのに我々も火力発電とつ

き合っていくというか、うまくこれを使いこなすということを考えなくてはいけないとい

うことで、本線、やはりＬＮＧというところだと思いますし、プラス、石炭をどうやって

いくかというところも、これも使い切らなければいけないというか、使いこなしていかな

ければいけないということだと思っていますので、そういった意味で、水素・アンモニア

の重要性というのはこっちにも効いてきますし、それがひいては、電力会社の時価総額で

すとか関連会社の時価総額にも響いてくると思います。私は、ファイナンス調達という意

味でも、これは短期的な話でもありますけれども、必ず響いてくるファクターだと思いま

すので、こういうところに確実に順応できるような武器一そろえをちゃんと日本としてそ

ろえておく。それが投資チャンスでありリターンも得るものなのだという絵を書いていく

ところが非常に重要だと思っていまして、水素・アンモニアという一部の部材の話ですけ

れども、こんな見立ての中で政策をやっていきたいなと考えております。ありがとうござ

います。 

○鬼塚GX実行推進室企画官  すみません。ちょっと遅れて参加いたしまして大変失礼い

たしました。 

 トランジションファイナンスにつきましてはかなり国際的な潮流も変わってきて、まさ

に日本が言ってきたところに世界が近づいているなという思いを持っておりまして、これ

をチャンスとして、アジアも含めて国際的な潮流をつくっていきたいと思っております。 

 この議論をしていても、ＥＳＧの議論に最近欧州ではディフェンスを入れるとか、結構

各国、自分たちのストラテジーに沿ってラベリング、言い方はかなり柔軟に考えているな

というところもありまして、我々は我々の目的であるＧＸに沿った形で、トランジション

というものをどう定義するのかというのをぶれずにしっかり進めていきたいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。 

○大橋座長  ありがとうございます。この会合で投資原則ってつくって、資料２に出て
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いますけれども、改めて読み返して、結構よく書けているなという感じはしまして、やは

りこの原則に基づいてやっていくというのは一つの考え方としてあるのかなという気は個

人的にはいたしました。 

 事務局から、今後この分野別の投資戦略を改定していくなり何なりするに当たって、進

捗がどうかという点での何らかの評価、大まかなくくりででも評価みたいなところを多分

やるということになるのではないかと思うのですけれども、そのときの視点とかそういう

ものもあるといいかなと思う中で、沼田さんから、金額だけ見ているのはよくないのでは

ないかということもあり、あと、望月さんからも、清水さんの言葉で言うとマーケット目

線とおっしゃいましたけれども、民間としてのＫＰＩとして考えていくことの重要性とか

いただいたのですけれども、もう少し御示唆いただくと、どのようにしていくべきかとい

うのは何か現時点であれば、多分事務局も参考になるのではないかと思うので。 

○望月構成員  ちょっと集計が大変だとかいろいろ言われてしまうかもしれないですけ

れども、結局、民間企業として、今、利益のうち減税とか補助とか、どれぐらいそれが利

益に貢献しているのかみたいなものは見えていないと思います。まさに今改めて原則のと

ころを見たときに、民間企業のみでは投資が困難な事業にお金を出していくということは

大事だと思うのですけれども、だからといって民間企業が何もリスクを取らないというこ

とは違うだろうとも思っておりまして、なので、ある程度どれだけそういったものを受け

て、でも、結果的にそれを得たことでこれだけリターン出していますよというのをアピー

ルできれば、それって、逆にその企業の力を示すことにもなるのではないかと思うので、

逆に言うと、それをもらったけど何も生かせていないというのであれば、その企業は力が

ないということになると思います。 

 １個２個の単発を取れば、それはうまくいくもの、いかないものあると思うので、短期

的なというところではないと思うのですけれども、ずっとうまくいかないというのであれ

ばやり方がおかしいのかもしれないし、運が悪いだけで片づけられないと思いますので、

それを得たことでどういうリターンを出しているのかということは、それこそ投資する側

からしても、そういうところを応援したいし投資したいなと思うはずだと思いますので、

具体でなくて申し訳ないですけれども、何かそういったものも、例えば今も非財務の指標

とか出すと、財務のところでうまくいっていないから非財務でごまかすという話では全然

なくて、財務を構成しているものの一部にちゃんと非財務要素があるはずだということで

出しているものだと思いますので、それと同じように、とかく財務的な要素とちょっと離
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れてしまっているなというところが続いてしまうとよくないなと思うので、企業の努力を

ちゃんと評価できるということも大事かなと思っていますので、海外でそういう指標を 

出しているところがあるのかないのか、ちょっと調べられていなくて分からないのですけ

れども、何かそういうものがあったらいいのではないかなというのが私の所感です。 

 以上です。 

○大橋座長  ありがとうございます。林さん、お願いします。 

○林構成員  おっしゃるとおりだと思いつつ、多分そのリターンにたどり着くまで時間

がかかるというのがこのＧＸ投資の一番難しいところなので、リターン出ていますかとい

うと、数字的に収益に直接絡んで出てくるものって多分大分先だと思うので、私は、個人

的には、それぞれの企業見ているわけではないのですが、補助金もらいましたで終わって

いなくて、そこに例えば民間の金融機関が同じように投資するちゃんと誘因になっている

か、民間企業が幾ら、銀行が合わせて一緒にどれぐらい出したのかとか、それにあと自分

の投資も、自己投資をどれぐらいしたのかと。補助金だけで運営しているわけではないと

いうものを示せればよいと思います。 

○望月構成員  すみません。時間軸が2040年ということだったので、その時間軸を踏ま

えて今すぐ収益があるという意味ではもちろん全然ないのですけれども、ただ、ずっと何

も開示しないことを続けていくと、多分、何も意識しないまま2040年がやってくるという

のはすごく避けたいなというのがあって、おっしゃるとおり、逆に民間からお金が引っ張

れる、もしくは自分たちで投資しているということは、逆に次のフェーズに行けたという

ことだと思いますので、ただ、これを続けるためには、話はずれてしまうかもしれないで

すけれども、本業でいっぱい稼がないと、企業全体では当然、ＲＯＥとかＲＯＡ問われる

わけで、そっちが稼いでないから、自分たちで次の投資はできない、自己資金ありません

ということだとすると、何のために補助金を出したのかという話になってしまう部分もあ

ると思うので、そこの辺りなのかなと思いました。 

○林構成員  あと、会社の開示の中で、この投資を得たので、会社によって開示の仕方

は違うと思いますけれども、会社のマテリアリティの中に位置づけて、今後の収益、すぐ

ではないかもしれないけれども、自分たちのビジネスモデルがこう変わっていくのに使っ

ている、ＧＩ基金もらうためだけではないということを説明することが大事だと考えます。 

○大橋座長  まさに経営のコミットメントを求めると書いてあるわけで。 

○林構成員   
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○大橋座長  土谷さん、どうぞ。 

○土谷構成員  委員の皆様の議論を聞いていて、もともとＧＸを始めた際、エネルギー

転換というのを触媒的に使い、企業変革、経済・社会、産業構造改革、経済社会システム

全体の変革をしたいと議論していたのを思い出しました。企業でトップが変革にコミット

し、スピード感を持って変革を進めてゆけるようＧＸで後押ししてゆきたいという発想が

あったかと思います。国際競争力強化も重要な論点としてあったかと思います。この基本

原則は変わっていないはずで、むしろ脱炭素の時間軸が後ろ倒しになってきたことで、エ

ネルギー転換で長期的な収益が危ないと思われていたような事業はキャッシュを生む期間

が長くなり、カーブアウトしやすくなった面もあるのではないかと思います。企業の事業

ポートフォリオ転換にとって、ポジティブな要素も多くあるということです。また、世界

全体の脱炭素への潮流が減速しているのであれば、各分野で海外から優秀な人材を確保す

るチャンスと捉えることも可能です。国際的なルールづくりも同様です。着実に低炭素化

を進めてきた日本が、国際社会においてリーダーシップを取れるチャンスが増えてきてい

るようにも感じています。一方、企業内での議論ではそこが忘れ去られているように感じ

ることもあります。スピード感を持って社会構造変革をしてゆくのがＧＸの根幹だという

ことは、我々としても強くメッセージを出してもいいのではないかなと思いました。 

○大橋座長  事務局から何かレスポンスとかありますか。 

○清水ＧＸ実行推進室参事官  ありがとうございます。本当に御指摘のとおりで、今、

皆様方のお話ありましたとおり、この話が、そういう意味では、参考資料で、資料２とい

うことで分野別投資戦略を昨年末に決定したものを出させていただいて、それの３枚目の

ところで投資促進策の基本原則というのを載せておりますが、今お話ありましたとおり、

まさにＧＸでありますので、これがＸにつながっていくかどうかというところがある種の

長期的なゴールであるというところと同時に、そこまでにやはり時間軸が、時間もかかる

というところの中で、足元でそういうことの意識をしっかり忘れていないことと、そこに

向けたある種のウィルとパスということをちゃんと認識されているということと、それか

ら、そこに向けたところを少し時間がたったところの中で徐々にやっていくみたいなもの

をうまく組み合わせていく必要があるかなと思いました。 

 今日色々なヒントをいただいたので、引き続き、評価を不断に改善していく必要がある

と思っていますので、ありがとうございます。 

○大橋座長  あともう一点、土谷さんからいただいた経済安全保障の点なのですけれど
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も、次のラウンドの分野として考える中で、経済安全保障をしっかり位置づけたほうがよ

さそうな気もしますが、ここの辺りをもう少し付言していただくと、どうですか。 

○土谷構成員  おっしゃるとおりで、きちんと考えていく必要があると思います。一方、

諸外国のスピードも物凄く早いので、日本の優位性が低くなっている分野は投資比率を下

げて次の分野に移るとか、諸外国との連携を深めるとか、柔軟な対応が必要だと思ってい

ます。リサイクルや資源権益なども含めて戦略的不可欠性や自律性を考える必要がありま

す。また、東南アジアやインドとの連携もすごく大事だと思っております。サプライチェ

ーン全体を俯瞰した上での判断、日本だけでなく地域全体を広く俯瞰した視点で考える。

この辺りが大事なポイントではないかと思っております。 

○大橋座長  国の連携もあるし、あと、日本って結構企業数多い業界も今回支援してい

るところがあるのですけれども、そういうところって結構抜かれやすいと思うのですよね、

ある意味。そういう意味での、ちょっと業種間の連携みたいなのもしっかりやっていかな

いと、競争だけ強調すると相当無防備な状態になるということなのかなと思っているので

す。多分この場だけでは片づかないような議論にはなるのかなという感じがするのですけ

れども、そういう理解で合っていますか。 

○土谷構成員  ご指摘の通りかと思います。日本は各企業の規模が先進国の中では比較

的小さく、資本の力やスケールメリットを上手く使えていないケースが多いかと思います。

「企業価値や株主を意識した経営」というところが経営側に薄く、なかなか企業間の合従

連衡が進まないのも実情かと思います。そこをどう促進していくか、これは私も日々悩ん

でいるところです。「あるべき姿」や「合従連衡が必要な業界の競争環境」には合意して

いることが多いかと思いますが、各論になった途端にモメンタムが失われるという局面を

多く経験しています。これはＧＸの少し外の議論にはなるかと思いますが、今後も「何を

すべきか」を継続的に議論させて頂きたいと思います。 

○清水ＧＸ実行推進室参事官 16の分野の中でも半導体や電池などは、既にそういう意味

では経済安全保障の重要物資となっているもので、かなりのものがそういう意味では素材

なんかでもございまして、なので、そういう意味で言うと、物資ごとの特性に応じた対応

をしていく必要があるかなというところにおいて、取組が進んでいるところもあれば、ま

だ引き続き加速化していかなければいけないところ、それから、危機感を持っているもの

の、対応する手段というところを磨き上げないとなかなか対応できない。幾つかあると思

うので、そういう意味で、物資ごとに特徴に応じてやっていく必要があるという意味にお
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いては、危機感の共有と、そういうことをある種組み込んでいかないと、まさにＧＸにな

らないというか、結果としてそれが途中でサプライチェーンが途絶してしまって進まない

というのは、結局、ＧＸの価値も実現できないことになりますので、そういう意味では、

まさに危機感を持ってやっていくというところは明確に重要性を認識しつつ、具体の手段

として言うと、物資ごと、個なり物事によく戦略を練りながら一個ずつ進めていく必要が

あろうかなと思っておるところでございます。 

○大橋座長  もし追加で論点とか今後検討すべき点とかあれば、今のうちにいただけれ

ばとも思いましたけれども、おおむね御発言し尽くしましたかね。 

 すみません。関根さんは出られますか。 

○清水ＧＸ実行推進室参事官  事務局で読み上げてもらいます。 

○事務局  オンラインの調子が、接続が悪くて大変申し訳ございません。こちらから読

み上げさせていただきます。 

 以下の点、ぜひ事務局にフォローをということでコメントいただきました。あと、ＧＩ

基金とＧＸの各種補助金、サプライチェーン補助金とか、Hard to abateの補助金など、

相互連携が非常に大事ではないかというコメントをいただいております。 

 それから、まさにＧＸの各種事業のモニタリングというものをうまく進めていく必要が

あるということで、ここはまた次回以降になると思いますけれども、よく議論をというこ

とでコメントをいただいています。 

 あと、エネルギー基本計画で記載されているとおり、原子力を考えていく上では、この

ＧＸ産業立地政策と原子力政策をうまく連携させながら考えていくことが重要ではないか

ということでコメントをいただいております。 

 事務局のほうから読み上げさせていただきました。 

○大橋座長  ありがとうございます。そちらのほうはしっかり踏まえていただければと

思います。 

○清水ＧＸ実行推進室参事官  重要な御指摘だと思いますので、しっかり対応させてい

ただきます。 

○大橋座長  それでは、もしほかにあればと思いますが、大丈夫ですか。 

 ということでございましたら、ちょうどお時間もまいってきているところもございます

ので、本日の議論を踏まえて、事務局にもぜひ検討を踏まえていただければと思います。

特にＧＩ基金との関係とかいうのは相当重要な話だと思いますので、ぜひよろしくお願い
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できればと思います。 

 それでは、最後、事務局の伊藤ＧＸ実行推進室次長から御挨拶いただければと思います。 

○伊藤ＧＸ実行推進室次長  改めまして、ＧＸグループ長になっております伊藤でござ

います。本日は本当に大変参考になる御意見をありがとうございました。個別の点につき

ましては、先ほど清水課長からもお答えしたとおりで、ちょっと私から３点だけ、今日の

御議論を踏まえまして申し上げたいと思います。 

 １点目は、皆様からお話しいただきましたように、ＧＸ、脱炭素、世界的に非常にまだ

ら模様になっているということの中で、日本はある意味、これまで変わらずしっかりやっ

てきたということで、秋元さんからもありましたけれども、これは忍耐力なのか、はたま

た鈍感力なのか分かりませんけれども、おほめの言葉をいただいているということで、や

はりキーワードの一つは持続力ということかなと思ってございます。今日のお話にもあり

ましたとおり、改めて初心に返って、このＧＸは産業構造、あるいは経済社会システムを

再設計することが大事だということだと思いますので、そこをしっかりやっていきたいと

いうことで、ＧＸはオワコンではないということをしっかり声を大にして発信していきた

いと思います。 

 ２点目は、経済安保の話が今日大分出ましたけれども、実は来週末にはＡＺＥＣがマレ

ーシアで閣僚会議がございます。再来週には首脳会議ということで、日本の新総理も出席

してもらうべく、今、調整しているということでございます。この中で、当然、日本の技

術、そしていろんな形でのルールメイキングといったことが問われていくということです

し、また、その後、ＡＰＥＣのソウルの会合で、トランプも来て、習近平も来てというこ

とになっていく、またブラジルではＣＯＰ30も開かれるという中で、実は否応もなく、日

本の様々なＧＸの局面が地政学的な動きの中にさらされていくということで、どういう言

い方をするかはまた皆様と御相談したいと思いますけれども、ＧＸのＧはジオポリティカ

ルのＧでもあるということで決めておりまして、私どもの中ではそういうつもりでしっか

りやっていこうということですので、ちょっと今日の御議論も踏まえてそこは改めて理論

武装していきたいと思います。 

 最後３点目、各個別の論点につきまして、分野別投資戦略についてはしっかりと反映し

ていきたいと思います。特に政府の支援が民での動きをどう誘発をしているか、どう全体

としてモメンタムをつくっているかといったこと、定量的なことも含めてしっかりと検証

し、そして、実は各分野でそれぞれ担当原課が決まっておりますけれども、担当課長に私
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どもからもしっかりハッパをかけつつ、しっかりとサポートをして、改めてこの分野別投

資戦略をさらにブラッシュアップしていきたいと思います。 

 ただ、１点だけ、林さんからもお話ありましたとおり、一方で、特にインフレですね。

金利のある世界にこれから突入していく中で、何が起きていくのか、20兆円で足りるのか

どうかも含めて、そこはしっかりと私どものほうで目配りをして、そういったことも各分

野別投資戦略の中に反映しつつ、投資することに対して足がある種すくんでいる経営者も

いらっしゃいますので、どうインフレの中で背中を押していけるか、今日お話、最後に出

ました補助金の相互の連携もそうですし、来年４月からはＧＸ―ＥＴＳもスタートいたし

ます。また、オフテイカーへの支援も強化していこうと、このようなことで、政策支援の

ほうもいろんなことが今複層的に動いておりますので、そういったことを総合パッケージ

にして、改めて民間の動きをどう動かしていけるかということをもう一度このＧＸ分野別

投資戦略の中心に据えていきたいと思っておりますので、次回以降も引き続きぜひ忌憚な

く御議論いただければと思います。 

 本日はどうもありがとうございました。 

○大橋座長  伊藤次長、ありがとうございました。 

 それでは、本日の第11回のワーキンググループのほうを終了とさせていただきます。次

回の日程は追って事務局から御案内ということでございます。 

 本日も長い時間にわたりまして闊達な意見交換させていただきました。ありがとうござ

いました。 

 

                                 ――了―― 


